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至上のご注 g ) 


♦ご使用前に、この r 安全土のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 

♦ここに示した注意車項は、ミシンを安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々 への 危害や損害を未然に防止するためのもの 
です。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。 

♦お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに保管してください。 

♦このミシンは、日本国内向け家庭用です 。 For use fn japan only . 


損害の程度を表わす表示 


A 警告 


この表示の棚は「死亡または重傷 
などを負う可能性が想定される」 
内容です。 


A この 表示の攔は「傷害を負う可能 

性および物的損害が発生する可 
能性が想定される」内容です。 


本文中の図記号の意味 _ 


A △記号は、気を付けていただきたい「注意』の内容です。 

図の中には具体的な注意内容を表示しています。（左図の場合は一般的な注意） 


® 記号は、行ってはいけない「禁止」の内容です。 

図の中には具体的な禁止内容を表示しています。（左図の場合は分解禁止）_ 


隹記号は、必ず実行していただく「強制』の内容です。 

図の中には具体的な指示内容を表示しています。（左図の場合は一般的な強制） 


A ® 〇-感電 • 火災の恐れがあります。 

一般家庭用、交流電源100 V でご使用ください。 

必ず実行 

0^. 以下のような時は、.爾源スイッチを切リ電源プラグを引き 

抜いてください D 

•ミシンのそばを雜れるとき 领 

tloxi .ミシンを使用したぁと m k %" 4 

< •ミシン使用中に停®したとき ° 


感電•火災 • けがの原因となります。_ 

①お客様自身での分解はしないでください。0 ミシン操作時は，不安定な場所では行わないでくださ 

分解禁止_ ダ 必ず実行 1 、 

_ ミシンの操作中は、計から目を離さないよう 
■ にし、針■針止め.はずみ車.天びん•ロツ猫〇分 


ミシンの操作中は、計から目を離さないよう ^Wlt 
にし、計■針止め • はずみ車•天びん•ロッ ^ flj 
接触禁止クカッターなどすベての動いている部分に ^レ 

手を近づけないでください。_ 


縫製中に布を無理に引っ張ったリ、押したリしないでく 
禁3ださい。針が曲がり、針折れの原因にな亂 


曲がった計はご使用にならないでくださ 




— 付属の電源コードは、このミシン以外の霉気製品には使 

(\ y > 用しないでください。 

4* 止このミシンを使用するときは、付属の専用電源コードを 
使用してください • ___ 


爾源コードの上に、物をのせないでください* 

禁止 


〇 計及び押さえは、確実に固定してください•又、押さえは、 

ぬいに合った•ものをご使用ください。 

必ず実仃計が押さえにあたリ、けがの原因になリます，_ 

※仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあリますのでご了承くださ 


〇 お子様がご使用になるときや、お子様の近 
くでご使用される時は、特に安全に注意し@ 
必ず実行てください。 


以下のことをするときには V ® 源スイツチを切つてくだ 
ダさい* 

^ .計•計板.押さえ•アタッチメントを交換するとき 
必ずプラグ•上糸•下糸をセツトするとき 

を持つて抜.ランプを交換するとき（ランプが冷えてから行つてく 
< ださい,） 

• ミシンのお手入れを行うとき 


ミシンに以下の異常があるときは、速やかに使用を停止 
し、お買い上げの販売店にて点検■修理 ■ 調整をお受け 
^ くださぃ。 

^ •正常に作動しないとき 

ぱプ.水に濡れたとき 

$持つて依•落下などによリ破損したとき 
、 .異常な臭い■音がするとき 

. 電源コード.プラグ類が破損、劣化したとき 
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〔おとり扱いについてのお願い) 


◊ご使用の前に 

① ほこりや油などで、ぬう布を汚さないように、使う前 
に乾いたやわらかい布でよく拭いてください。 

② シンナー•ベンジン•ミガキ粉は絶対に使用しないで 

ください。 _ 


◊いつまでもご愛用いただくために 

① 長時間日光に当てないでください。 

② 湿気やほこりの多いところは避けてください。 

③ 落とした IJ 、 ぶつけるなど衝擊を与えないでください。 
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1-1 HI— v 〆 ，〇 V o% 


天びん 


【糸立て棒の取り付け】 

糸立て棒 

糸芦き軸•丨、イク取 U 付け穴 


糸調子ダイヤル 


糸切り 


補助テーブル 


糸 通し一^] 
ロックカッターレバー 


押さえホルダー 




取リ付け穴に差し込んでください< 


'模様表示窓 


スビードコン 
ロールつまみ 


手さげハンドル 


はずみ車 


返しぬいレバー 
スタート*ストップボタン 


^角板開放ボタン 



針止めねじ 


押さえ 


= I 


f フリ- 

押さえ上げ 


電源スイツチプラグ受け 




標準付属品, 


補助テーブルに収納されています。 


ボビン 


ねじまわし 





糸立て棒 


糸こま押さえ 




目ほどき 


ポタンホール押さえ 


かがリ押さえ 
(ロックカッター用） 


フリ ー 了 一 厶 


押さえの交換 



押さえホルダー 




補助テープル 


付属品入れ 
(小物入れ〉 



補助テーブルを横に引いて外すと、フリーアームに 
なリます。 

補助テーブルは、小物入れとしても利用できます。 



①押さえ上げをあげ、押さえ 
ホルダーのレバーを図のよ 
うに後ろ側から手前に押し 
て、押さえを外します。 

※レバーを上から押すと故障 
の原因にな 1 」ます 

©押さえのピンを押さえホル 
ダーのみぞに合わせて、押 
さえ上げを静かにおろしま 
す。 










電源のつなぎ方 


電源スイッチ 


ンセント 


念齡 




プラグ受け 



爾源プラグ 


@ (スタート‘ストップポタン） 


スタート•ストップ スタート.ストップ 
ボタンを戻したとき ボタンを押したと き 
(ストップ位置） （スタート位置〉 


①電源スイッチを切ってから、プラグをプラグ受けに差 
し込みます。 

©電源プラグをコンセントに差し込みます。 

® スタート •ストップボタンが「ストップ」の 位置に あ 
ることを確認します。 

©電源スイッチを入れます。 

※電源は一般家庭用 （100 VS 0/60 HZ ) です 

※ミシンを使わないときは、電源プラグを抜いてください。 


A 注意 


電源スイッチを「入」にするとき、および電源プラグをつな I 
ぐときには、必ずスタート•ストップポタンを「ストップ」の 
位置にしてください。 

スタ，卜•ストップボタンが「スタート」の位逋で電源スイッ 
チが「入』になっている場合には、電源プラグをつなぐと同 
時にミシンが動きだし危険です。 


ス々一卜•ストップボタン 



模様の選び方 


棋様表示窓 



•横様選択 
ダイヤル 


はずみ車を回し針をあげ、模様選択ダイヤルを回し、模様 
を選びます/ 

※針が布に刺さったままで模様選択ダイヤルを回すと、 
針が曲がったリ、折れたりする原因になります 。 j 


速さの調節 


心、 



ぬう速さはスピードコントロール 
つまみを動かし、お好みの速さに 
調節してください。 


返しぬいレバー 



ミシンを運転中レバーを押してい 
る間は返しぬいをし、離すと前進 
ぬいになります。 

返しぬいは、ぬい目のほつれ止め 
などに利用します。 


押さえ上げ ) -——> 

，~〇 ①さげた位置 



g ) (ぬうときにはさげておき 
—ノ^ ます。） 

〇0\ ©普通にあげた位置 
r ^ r ® (布を取り出すときや、押さえ 
ーァ を»するときにあげます。） 

©さらにあげた位置 

^ (補助リフトで、布が入れや 

押2凡上し すくなリます。〉 


押さえ上げで押さえのあげさげをします。 

押さえを普通にあげた位置よりさらに高くあげると、 
押さえはさらにあがります。 











下糸の準備 


★ポビンの取り出し 


★糸こまのセツト 



角板開放ポタン 




© 角板開放ボタンを右に寄 © ボビンを取リ出します。 
せて、角板を外します。 


糸こま押さえ 


糸の端が下から手前に出るよ 
うにして、糸こまを糸立て棒 
に入れ、糸こま押さえで糸こ 
まを押さえます。 


★ボビンに糸を巻く ※スピードコントロールつまみは'「はやい」にセツトしてください< 

※ポビンは、ジヤノメ専用ポビンをご使用ください。 

②糸 案内 . 一 _ 



©糸巻き糸案内 



①はずみ車を引き出します。 

©糸案内にかけます。 

③ 糸巻き糸率内にかけます。 

④ ボビンの穴に内側から糸を通し 
糸巻き軸に差し込みます。 


糸巻き軸 




⑤ボビンをポビン押さえ 
の方に押しつけます。 


©糸の端をつまんだまま ©再びスタートして、巻き ® はずみ車を元の位置 
ミシンをスタートして 終わったらミシンを止め （押し込む）に M しま 

ボビンに糸が2〜3重 ます。糸を切って糸巻き す。 

に巻きついたら、ミシ 軸を戻し、ボビンを糸卷 

ンを止めて、つまんで き軸より外します。 

いる糸を切 y ます。 ※糸巻き軸は必ずミシンを 

止めてから戻してくだい。 


★ボビンのセツ 




①糸の端を矢印方向に出©糸の端を引きながら、手 ® 糸を左側のみぞ（日）に@下糸は、 10 cm くらい 


し、ボビンを内がまに 
入れます。 


前のみぞ （ A ) にかけま 
す。糸を引きながら左へ 
移動させ、みぞの外とバ 
ネの間を通して、左側の 
みぞ （ B ) のところに出 
します。 


かけるように、向こう 
側に出します。 


引き出して、角板を左 
側から合わせて、付け 
ます。 












上糸の準備 


★上糸のかけ方 
※糸こまを押さえながら正しく糸を 
かけてください。 






① 押さえ上げをあげます。糸を両手で 
持って糸案内のうしろ側からかけ、手 
前に出します。 

② 糸率内板にそっておろし、下を回して 
左上に引きあげます。 


③はずみ車を手前に回し、天びんを上部 
にします。天びんには、右からうしろ 
を回して糸穴に入れ、まっすぐ下にお 
ろします。 

@糸案内（下）の右からかけます。 
⑤針棒糸かけに左からかけます。 

©糸通しを使って針に糸を通します。 


★糸通しの使い方 






©押さえ上げをさげ、はず©糸通しつまみを矢印方向 （ A ) 


み車を回して針をいちば 
ん上にあげます。糸通し 
つまみを止まるまでいつ 
ぱいに引きさげます。 


★下糸の引きあげ方 


へ回してフツクを針穴に入れ 
ます。糸をガイドとフックに 
かけます。 


©糸通しつまみを矢印方向 （ B ) 
へ回して糸が輪になつて出て 
きたら糸通しつまみを押し 
上げ糸の輪を引きあげます。 


④針穴から端を引 
き出します。 





①押さえをあげ、糸の端を指で 
押さえておきます。 


(2) はずみ車を手で一回転させ、 
上糸を軽く引くと下糸の輪が 
引き出されます。 


③上糸と下糸を押さえの下にし 
て、後ろへそろえて約 10 cm 
くらい出します。 







※直線ぬいは、ぬい目のあらさが異なる 3 種類があリます。 

★ぬい始め 

糸と布を押さえの下に入れ、 
はずみ車を手前に回しぬい始 
めの位置に針を刺します。 
押さえ上げをさげて、ぬい始 
めます。 

※ぬい始めのほつれ止めは、返し 
ぬい レバーを 使います。 



★ぬい方向の変更 



ミシンを止め、はずみ車を回 
して針を布に刺し、押さえを 
あげます。針を刺したまま、 
布を回して方向をかえます。 


★ぬい終わり 


返しぬい一 



返しぬいレバーを押しな 
がら数針返しぬいをしま 
す。 

ミシンを止め、押さえを 
あげて、布を向こう側に 
引き出し、糸切りで糸を 
切ります。 


★針板ガイドラインの使い方 



ガイドライン•.布端を针板のガイドラインに合わせて 
ぬうと、ぬい幅がそろいます e 


数字 

tm 

m 

ESI 



間かく ( cm ) 

m 


Hi 

D9 

m 




コーナー リングガイド •• 

布端がコーナーリングガイドのところにきたらミシンを止 
め、針を布に刺し押さえをあげます。布を回して方向をか 
えます。 

コーナーリングガイドは針穴から 1.6 cm の位置にあります。 


^(ジグザグぬい> 




，ジグザグぬいたち目かがり> 



卜など）には、芯地を貼るときれいにぬえます。 



模様はジグザグ幅（大）を使用します。 

布端のほつれ止めとして広く利用します。 


押さえ 

AM 2 

模様 ㈣ 


※模様は、3種類ぁリます。 


















①布をバイヤスに二つ折リにします。 




く けぬい（まつりぬい) 


【厚い布の折り方】 


0.4 〜 0.7cm 



【薄い布、普通の布の折り方】 

0.4 〜 0.7cm 



【ぬい】 



①計がいちばん左にきたとき、 
わずかに折 y 山を刺すように 
布をおき押さえをさげてス 
夕一卜します。 

スピードコントロールつまみ 
は「おそい」にします。 



( D ぬい終わったら布を広げます。 


ほつれやすい布や、伸縮性のある布のほつ 
れ止め、布端の反リ防止などに利用します。 
ぬいしろ牵少し多めにとってぬい、余分な 
ところをぬい目近くで切り落とします。 


©計が右にきたとき、布の折リ山のき 
わにおりるようにしてぬいます。 


J 


糸調子 














ボタンホール 


篇 Ema 



ポタン ホー ル押さえ 



スタートマーク 



②③ 


El. Q 
④ ⑤ 


⑥⑦ 


目ほどき 



※ぬうものと同じ布で試しぬいをしてください。 
※伸縮性のある布には、裏に伸びにく t ヽ芯地を貼ってくだ 
さい0 


① 模様 G を選びます。上糸を押さえの穴から通し 
て下糸と一緒に横にそろえておきま‘す。押さえを 
手前に引き スター ト マークを A 部に合わせます。 

② ぬい始めの位置に針をさし、押さえをおろしてミ 
シンをスタートし必要な長さまでぬってミシンを 
止めます。 

©はずみ車を回して針をあげ、模様0を選びます。 
かんぬきを5針くらいぬいミシンを止めます。 

④ はずみ車を回して針をあげ、模様!]を選びます。 
左側と同じくらいぬって、ミシンを止めます。 

⑤ はずみ車を回して針をあげ、模様 EI を選びます。 
かんぬきを5針くらいぬいます。 

⑥ 押さえをあげて布を引き出し、上糸と下糸を 10 cm 
くらい残して切ります。 

上糸を布の裏に引き出し、上糸と下糸を結びます。 


★芯入りボタンホール 




©かんぬきの内側にまち針を刺し、目ほどきでか 
がった糸を切らないように中央部分を切りひらき 
ます。 


① 芯糸の輪を押さえの後ろ側にあるつのにかけ、押 
さえの下から手前に平行になるように引き出し、前 
側の三つ又にはさみます。 

② ボタンホール手順と同じようにぬいます。 

③ 左側の芯糸を引いてたるみをなくし、余分な芯糸 
を切ります。 






針の取り扱い 


★針の取りかえ方 


★布に適した糸や針を選ぶ目安 


うすい布 


嫌纖歡霧!置^^! 

t - fIMiJ EaSF^M ^t*AJi7mxt~Kd 



①針止めねじを手前に i 〜 
2回まわしてゆるめ、針 
を外します。 


平らな面を向こ 
う側に向ける。 


②針の平らな面を向こう側 
に向けて、ピンにあたる 
まで差し込み、針止めね 
じをかたくしめます。 


一般ウール 5〇番〜9〇番 . 

化継服地 綿糸5 〇番 14番 

デニム 絹糸5〇番 

_ コート地 綿糸4 〇番〜5 〇番 14番〜16番 

厚い布 キルティング ポリエステル 

4 〇番~5 〇番 

ボリエステル3 〇番 1 S 番 

__ し綿糸3〇番 」 

※一般に、うすい布には細い糸と細い計を、厚い布には太い 
糸と太い計を使用します。この表を目安に針と糸を選び、 
ぬいたい布のはぎれを使って試しぬいをしてください。 

※原則として、上糸と下糸は同じものを使用してください。 
※伸縮性のある布地（ジャージィ、トリコット）や目とびし 
やすい布地などには、ジヤノ メプルー計（別売）を使用す 
ると防止効果があリます。 

(市販オルガン SP 針も同様の効果があります。） 


糸調子の調節 


糸や布の種類によって糸調子のバランスがとれないときには、糸調子ダイヤルを回して上糸と下糸のまじわる位置 
を調節します。 


【正しい糸調子】 • • • 上糸と下糸がほぼ中央でまじわります。 


【上糸が強い場合】_ 
下糸が布の表に出ます。 




糸調子を弱めます。 



指示線に合わせます。 


【上糸が弱い場合】 

上糸が布の裏に出ます。 



糸調子を強めます。 










ックカッター， 

ワンタッチでロックカッターがセットされ、布を切りながら、たち目かがりができます。 


A 注意 


けが防止のために、以下のことを必ず守つてください。 


1. ロックカッターをセットするときには、必ず、電源を切ってください。 

2. 操作中は、針やロックカッターの動く部分に指を触れるとけがをするおそれがありますので、絶対に指を近 
づけた y 、触れたリしないでください。 

3. ロックカッターの切刃部分には、指を触れないでください 。、 ^ 

4. ロックカッターを使用するときは、たち目かがリ専用の模様（く または $ ) を必ず選んでください。 

5. 押さえは、付属のロックカッター専用かがり押さえをご使用ください。 

6. ミシンの速度は、「おそい』でご使用ください。 

7. 操作中は、お子様や他の人を近づけないでください。もし、ロックカッターに触れて不意に動かすと、針が 
折れることもあり危険です。 ■ 

8. 使用後は、必ず、もとの位置にロックカッターを戻してください。 


★ミシンの セツ 



※ぬうものと同じ布で試しぬいをし、 
ミシンのセツトを確かめましよう。 


★ ロックカッターのセツト 
※上糸の通し方は普通ぬいと同じです。 




①上糸を通しおえたら、上糸と下糸を押さえの下に 
して、後ろへそろえて 1 Ocm ぐらい出しておきます。 


押さえ上げ 


②上糸と下糸の準備ができたら、針をいちばん上に 
あげて、押さえ上げをさげます。 



ックカッターレバー 



ロックカッター 



③針がいちばん上にあがっていることを確認して、 
ロックカッターレバーを押しさげます。 


④ロックカッターがおりたら' ロックカッターレバー 
をまっすぐ上にあげ、下刃を針板穴にセットします。 
※下刃が針板穴に確実に入っていることを確認し 
てください0 _ノ 













①布のぬい始めを、3〜 4 cm 程はさみで切ります。 ②押さえ上げをさげて、針を布に刺し、ゆっくりぬ 

押さえ上げをあげ、切り口を下刃に合わせ、押さえ い始めます。 

の下に入れます。 

★ぬい終わり 



①ロックカッターレバーを下にさげ、下刃をあげます。 ②押さえ上げをさげ' 針がいちばん上にあがつて 

いるか確認して、ロックカッターレバーをもと 
の位置に戻します。 



1. 押さえ上げをさげてから、ロックカッターを収 
納してください。押さえ上げがあがつていると 
押さえとあたリ、破損の原因になリます。 

2. ロックカッターが、「カチッ J と止まる位置まで 
戻してください。 


③押さえ上げをあげ、押さえを交換します。 



はずみ車を手でゆっくり回したときに、きしみ音が 
しますが、トラブルではあ D ませんのでご了承くだ 
さい。 








ミシンのお手入れ 


【取り付け】 

①ランプを右に回して、取り付けます。 
©止めねじで面板を取 1 J 付けます。 


★ランプの交換 



【取リ外し】 

①止めねじを外して、面板を外します。 
©ランプを左に回して、外します。 


A 電源スイッチを切ってください。 

ランプが冷えてから交換してください。 


★かまと送り歯の掃除 


A お手入れのときは必ず、電源スイッチを切ってから行ってください £ 


ねじまわし 



内がま- 


①針と押さえを外し ©ボビンを取り出 
ます。止めねじを し、内がまの手 

外して、針板を外 前を上に引きな 

します。 がら外します。 




③内がまをブラシで 
掃除し、布切れで 
軽くふきます。 


④ブラシや掃除機で外がまと送 I )歯、およ 
びその周辺の糸くずをとリ、外がまを布 
切れで軽くふき掃除します。 


★内がまと針板の組み付け 


ねじまわし 




回転止め 



①内がまを差し込みます。 
©内がまの凸部を回転止めの 
左側におさめます。 


③ボビンを入れ、2箇所の針板ガイドピ 
ンに針板ガイドの穴を合わせ、止めね 
じをしめます。 


プ 

ン 










1 

上糸のかけ方がまちがっていたり、糸が必要以外の場所にからみついて 
いる。 

上糸調子が強すぎる。 

上糸を正しくかけ直す。 

上糸が切れる。 

2 

糸調子ダイヤルを弱める。 

3 

計が曲がっていたり、針先がつぶれている。 

計を交換する。 


4 

針の付け方がまちがっている。 

針を正しく付ける。 


5 

ぬい始めに、上糸と下糸を押さえの下にそろえて引いていない。 

上糸と下糸をそろえる。 


6 

計にくらべ糸が太すぎる。 

1 適切な針や糸を選ぶ。 


下糸が切れる。 

1下糸の通し方が、まちがっている。 

2内がまの中に、ごみがたまっている。 

3ボビンにキズがあ回転がなめらかでない。 

下糸を正しく通し直す。 

内がまを掃除する。 

ボビンを交換する。 

針が折れる。 

1計の付け方がまちがっているか、計が曲がっている。 

2計止めねじのしめつけが、ゆるんでいる。 

3計を布にさしたままで、模様選択ダイヤルを回した。 

4布に対して，針が細すぎる。 

針を交換する。 

針止めねじをしっかリしめる。 

針をあげてからダイヤルを回す。 
針を交換する。 

ぬい目がとぶ。 

1針の付け方がまちがっているか、针が曲がっている。 

2布に対して、針と糸があっていない。 

3伸縮性のある布や目とびのしやすい布地などのとき、ジャノメブルー针 
(市販 S P 計）を使っていない。 

4上糸のかけ方がまちがっている。 

針を交換する。 

適切な針や糸を選ぶ。 

プルー計を使う。（別売） 

上糸を正しくかけ直す。 

ぬい目がしわになる。 

1上糸調子が合っていない。 

2上糸と下糸のかけ方がまちがっていたリ、糸が必要以外の部分にからみ 
ついている。 

3布に対して、計と糸があっていない。 

糸調子ダイヤルを調整する。 

糸を正しくかけ直す。 

適切な针や糸を選ぶ。 

ミシンがまわらない。 

1コンセントに、プラグがきちんと差し込まれていないか、つなぎ方がま 
ちがっている。 

2かまに、糸やごみがたまっている。 

3下糸を巻いたあとはずみ車が元に戻っていない* (糸巻き状態になっている） 

正しく差し込む。 

かまの掃除をする。 

はずみ車を元に戻す。 

ロックカッターで 
うまくかがれない。 

1棋様がまちがっている。 

2糸のかけ方がまちがっている0 

3下刃が正しくセットできていない。 

棋様を選び直す。 

糸を正しくかけ直す。 

下刃を正しくセツトする。 


















修理 サービスの ご案内 

•お買い上げの際、販売店でお渡しする保証書は内容をお確かめの上、大切に保存してください。 
參無料修理保証期間内（お買い上げ日よリー年間です〉およびそれ以降の修理につきましても、お 
買い上げの販売店が承りますのでお申し付けください。 

修理用部品の保有期間 

•当社は動力伝達部品、および縫製機能部品を原則として製造打ち切リ後8年間を基準として保有 
し、必要に応じて販売店に供給できる体制を整えています。 

無料修理保証期間経過後の修理サービス 

•使用説明書に従って、正しいご使用とお手入れがなされていれば、無料修理保証期間を経過した 
後でも、修理用部品の保有期間内はお買い上げの販売店が有料で修理サービスをします。 
ただし、次のような場合は修理できないときがあリます。 

1) 保存上の不備または誤使用によリ不調、故障または損傷したとき。 

2) 浸水、冠水、火災等、天災、地変によリ不調、故障または損傷したとき。 

3) お買い上げ後の移動または輸送によって不調、故障または損傷したとき。 

4) お買い上げ店、又は当社の指定した販売店以外で修理、分解、または改造したために不調、 
故障または損傷したとき。 

5) 職業用等過度なご使用により不調、故障、または損傷したとき。 

•長期間にわたってご使用された場合の精度の劣化は、修理によっても元通リにならないことがあ 
リます。 

•有料修理サービスの場合の費用は必要部品代、交通費、およびお買い上げ店が別に定める技術料 
の合計になります。 

お客様の相談窓口 

修理サービスについてのお問い合わせやご不審のある場合は下記にお申し付けく 
ださい。 

蛇の目ミシンエ業株式会社 
〒 104-8311 東京都中央区京橋 3-1-1 
TE し03 (3277) 2200 (お客様相談室） 

受付月曜日〜金曜日 
( 9時〜12時 

13時〜17時 


仕 様 

使用電圧 

10 0 V 50/60 Hz 

消費電力 

5 0 W / ランプ12 W 

外形寸法 
重 量 

幅 35.4crnX 奥行1 5.9cmX 高さ 26.5cm 

5 . 7 kg (本体) 

使用針 

家庭用 HA X1 

縫速度 

毎分6 5 0回転 


仕撵および外観は改良のため予告なく変更することが 
ありますのでご了承ください。 




蛇の目ミシンエ業株式会社 

〒104-8311東京都中央区京橋 3-1-1 



